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はじめに

筆者は、本学部紀要第53号(平成19年 1月刊

行)において、 111本の型紙染の発生と展開に

関する一考察」と!越し、1=1本の型紙染の発生と

その展開について研究成果を発表している。そ

の概要は、型紙染が絹製紋織物の代!日品として

の需要から発生したものであり、従って紺では

不都合な特定の用途を持った特定の部位に使!日

されることから始まり、やがてその量-産性に注

目が集まると、近1":には衣服を中心に使用範IJH

新1地に施されるものを「中形Jと呼ぶようにな

ったと考えられることを示した。

しかしこうした刻染に使用される染型紙その

ものの編年や様式変遷は、先行研究においても

ほとんど行なわれておらず、ただ外見上の印象

によって、江戸H寺代か明治時代以降であるかが

語られる程度であるのが現状である。それは、

型紙染が衰退をたどる大正時代以降も古い型紙

が継続的に使則されたり、古い型を写して新し

く型を彫り、使用するという事が行なわれた結

果、現存する型紙の模様や型紙の形状に新旧の

が拡大し、階!日で言えば武家からIIIJ・人、庶民へ、 ものが入り乱れていることに原因があると思

性別で言えば男性から女性へと広がっていった

ことを明らかにした。

またその事例として、江戸時代のファッショ

ンブックである小袖雛形本のひとつ、元禄13年

(1700年)刊『当流七宝常盤ひいなかたj(1雪l版

1 )に、友禅染などを用いて比較的絵画的に去

される通常の大柄な小布11模様とともに、「小も

んJ1中小紋J1おぼろ小紋」の 3種の型紙染の

模様3351>g1が収録されていることを紹介した。

ここで「小もん」と呼ばれているものは小柄で、

幾何学的な模様を表わし、「中小紋」と Hヂばれ

ているものは楠物や鳥、扇などを比較的大柄に

表わしているが、それらはそれぞれ、現在、

「小紋J1中形Jと呼んでいるものに近く、当初

は模様の大きさからこのように呼ばれたものが、

後に分類概念がさらに厳密化した紡来、明治H手

代以降、模様が特に小さく絹地に施されるもの

を「小紋」、模様が「小紋」よりも大きく、木
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われる。

筆者が現在行なっている研究は、染型紙の現

存が確認されている江戸時代中期から型紙染が

衰退に向かう大正時代前期まで、の染型紙の様式

変遷を明らかにすることを目的とするものであ

るが、本稿では、その前半部分のまとめとして、

墨書銘を有する別紙(図版2)を中心に、各地

の型紙コレクションに関する情報や個々の)~Q紙

のデータを整理・分析-することにより、江戸H、T

代からIYJ治時代にかけての染型紙の編年を行な

い、今後の型紙のH寺代判定の指針とする。

染型紙には外見上の様式変化のみでなく、紙

質にも時代的な変化や特徴が見られることはい

うまでもないが、研究の手法としては、まずは

一部に基準となる数値を維持しながら、時代の

推移とともに他の部分に数値の経時的な変化が

現われる型紙の法量に注目し、その時代的な変

化を追うことにする。
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具体的には、現存する染型紙のうち、 江戸時

代の型紙について、墨書 による紀年銘を持つ作

品のデータを可能な限り収集し、型紙の法量に、

時期によってどのような数値的特徴が現われる

のかを明らかにするが、その|努重要なことは、

記された墨書の内容や意味を解釈するとともに、

これらが記された目的やH寺期を明らかにするこ

と、更には何よりもこれらの墨書が偽銘で、はな

いかどうかを検証することである。特に紀年銘

は本研究において出発点としての意味を持って

いるだけでなく、今後の染型紙研究にと っても

重要な役割を果たすと考えられるからである。

従って、本稿ではまず、染型紙における紀年銘

墨書について検討を加え、次にこれを持つ現存

型紙の一覧から江戸時代から明治時代の染型紙

について読み取れることを整理したのち、この

図版 I 元禄13年(1700):1リ『当流七宝常総ひいなかたJ
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期間における染型紙の法量上の変遷を明らかに

する。

なお、本稿に引き続き、次稿においては、海

外に流出した染型紙を資料として、それぞれの

美術館や博物館の所蔵となった年代が明らかな

作品群を比較し、 JI~状や法量の変遷を明らかに

することにより、年代ごとの型紙の形状変化の

実態を導き出す。さらに以ヒの手法によ って明

らかとなった形状における染型紙の編年にそっ

て、染型紙に彫刻された意匠が、本稿で執筆の

対象とした江戸時代から、次稿で執筆の対象と

する明治時代にわたって、時代とともにどのよ

うに変化していったのかを明らかにする。

図版 2 製紙 (資料番号74)
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紀年銘墨書を持つ染型紙

(紀年銘墨書の信越性について)

現存する染型紙の"1:1に墨書による紀{I:銘を持

つものがあり、これによって型紙の制作年代を

推L1fl:れる可能性がある。しかしその多くが江

戸時代の年代を記し、またそのような2!日!?を持

つ型紙が、特定のコレクションに集'1'している

ことから、これらを近代以降意岡的に書き加え

られた偽銘ではないかとする意見もある。ただ

し、そうだとすればそれらが何故施されたかを

考える必要があり、また詳細な検討ののちにそ

のことが明らかになれば、史的研究においては

当然これらを染型紙の編年資料としては除外す

る必要が生じる。しかし筆者は、これまでの染

型紙の研究の過税で、以下に述べるような}'i!山

により、現存する染型紙に見られる紀年銘の多

くは偽銘ではないと考えている。

その理rllのひとつは、年紀を含まないよ仏語iと

年紀を合む墨書とを比較するとき、 Ilhj者に共通

する記述形式が少なからず認められること、ま

た両者に同一の人名や屋号が記されている例が

いくつか見られること、しかも人名や屋号とと

もに年紀が記されている型紙において、年紀と

人名や尾号が、多くは同筆と考えられる筆跡で

書かれていること、などである。

例えば、「古川忠兵衛Jという人名を記した

墨書を持つ型紙に、「文化五歳戊)j:{!J:月六日

古川忠兵衛本J(鈴鹿市・資料番号171)、「文政

六未 h)J 古川，也兵衛J(京都国立博物館・資

料番号232)のように元号を記したものと、「む

まの'"春 古川忠兵衛本J(鈴鹿市)、["~[-II-: )j 

新形 古川忠兵衛本J(鈴鹿市)のように干支

のみ記したもの、そして「古川忠兵衛本J(鈴

鹿市)のように人名のみを記したものがあるこ

とは、墨書そのものが必要に応じて自然に脅か

れたものであることを示していると思われる。

型紙に見られる思書の紀年銘が偽銘ではない

と考えられる二つ11の理由は、現在の美術史研

究においては、紀"jo銘が非常に重要悦されてお
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り、主に絵画や彫刻、また現存遺例は多くはな

いが工芸にあってもこれが貴重視されているも

のの、そうした見方(価値観)が生まれたのは、

実は大正時代以降であること。しかも現存する

江戸時代や明治時代の別紙が文化財として凡ら

れるようになり、紀年銘を有することが染型紙

にとっても非常に{Jlli航あることと考えられるよ

うになったのは、ここ30年ほどのことであり、

それ以前はもっぱら型彫技術の優秀さや意匠の

美しさに染型紙の評価基準があったこと。従っ

て、明治時代以前には、あえて偽りの紀年銘を

墨書する必然性がなかったはずだ、ということ

である。

具体的にいうと、染l俄人は常に型紙の古さや

年代ではなく、彫りや棋様の質の高い型を評価

するから、明治H手代以降、古い型を収集するに

あたっても、型屋や染屋がこれらを収集してい

たとすれば、紀年銘は彼らの大きな関心事では

なかったと推測される。

そして紀年銘を持つ型紙が多く含まれている

コレクションは、博物館や美術館、資料館等の

蔵品となるまでは、いずれも染屋(染色業者)

や型屋によって収集されたものであったことか

らすれば、前記の理，11により、彼らにこれを販

売した人物が偽銘を記すメリットは殆どなかっ

たと想像される。

また、型紙lこ骨董品としての大きな付加制li仰

を与えるために紀年銘が記されたとしても、前

述の理由により、その時則は比較的最近でなく

てならない。しかし、現存する紀年銘墨書の多

くは、いずれも戦後になって書かれたと想定で

きるほど、外見上生々しい印象を与えないこと

からすると、年紀は型紙の売買価値を高めるた

めに後に書き力"えられたものではないと推測さ

れる。

更に三つ目の理由としては、染屋の活動時期!

と廃業時期から、江戸時代後期にすでに購入さ

れていたことがほぼ明らかな束北地方所在の型

紙や、明治時代中期にその美術館や博物館の所

蔵となったことが分かっている海外流出した型
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紙にも、数は非常に少ないが、同様の紀年銘墨

書を持つものが見られるということを上げるこ

とができる。前者は、紀年銘墨書がすでに江戸

時代後期に記されていたことを示すものであり、

また後者は、購入者が日本語が全く読めない外

国人であり、紀年銘墨書が販売上のメリットを

全く持っていないと考えられる例である。

海外流出した染型紙については次稿において

詳しく述べるが、海外の美術館や博物館に所蔵

されている染型紙には、収蔵された年が明らか

なものが少なからずあり、それらは型紙が日本

御座候文化七年申九月 十五歳而て形屋

竹蔵 身分之J(鈴鹿市・資料番号180)、「弘化

五年三月之ったノ葉模様入上形之上下大

極秘伝J(東北・資料番号293)、「右ノ形ハ模様

入御見合被成下度奉願上候 嘉永口. . . J 

(東北・資料番号308)のように型紙の格付けを

示す記述や、相手は不明ながら型紙の使用に関

する申し送り事項を記したもの、さらには所蔵

する型紙の中での通し番号や分類記号などを記

すものが見られることでわかる。

から流出した時期の下限を明らかにするととも それでは墨書による紀年銘はどういう目的で

に、型紙が制作された下限を示すものでもある。 記されたのであろうか。また記された年月日は

明治33年(1900)頃までにそれらの美術館や博 何を示しているのであろうか。そのヒントにな

物館の所蔵品となっている型紙に記された紀年 るのが、年紀とともに記されている人名を主と

銘は、前述のように偽銘である可能性がほとん する墨書である。これらは年紀を伴わずに記さ

どないばかりでなく、墨書が記された時期が館 れていることもあることから、前述のょうに年

有に帰した時期以前であるということを示して 紀を持つ墨書の信組性を検証する一助となるも

いる。

このように現存する染型紙に見られる墨書の

紀年銘は偽銘である可能性は非常に低いという

ことができ、だとすればその他の墨書もまた同

様に信越性あるものといえる。

(紀年銘墨書の用途・目的)

型紙の制作から販売、使用に到るプロセスは、

まず型屋専属の型彫り職人または傘下の型彫り

職人によって型紙が彫刻され、これに型屋の商

印などが捺され、型屋によって各地に行商され

る。各地方にも地元の型屋があるが、ここでは

自作した型紙のほか、伊勢白子や寺家、あるい

は京都や江戸から行商に来た型屋から購入した

型紙を、地元の染屋に販売したり、周辺地域の

染屋に行商し販売する。各地の染屋は、型屋か

ら型紙を購入して型付けし、型染の小袖や浴衣

を制作した。

墨書の多くはこの染屋において加えられたと

推測される。それは、型紙に書かれた墨書の I~l

に、「市川作兵衛本 寛政十二年甲九月口すり

大極上の旨J(鈴鹿市・資料番号148)、「下形に

のであるとともに、型紙にどうして墨書銘が記

されたのかをi暗示している。

型紙に見られる紀年銘には、型紙が制作され

た時期に比較的近いと考えられる頃のものと、

偽銘ではないが、型紙の制作期と墨書が記され

た時期の関係がIVJらかでないものとの二種類が

ある。

前者は、型紙を購入した染屋が、おそらく次

回購入の時の参考とするために記したと思われ

るもので、その型紙を購入した型屋の名前とと

もに、購入した年月を墨書したと考えられるも

のが多くを占める。

表記として最も多く見られるのは、「享保十

六年六月吉日 形屋兵次郎本J(東京芸術大学

蔵・資料番号29)、「壬寛政問歳子十月吉日 形

屋輿惣吉ほんJ(東京芸術大学蔵・資料番号133)、

「天保武卯八月之作 形屋吉兵衛本J(京都国立

博物館蔵・資料番号256)、「天保拾三子(ママ)

年 形屋多郎太夫本J(京都国立博物館蔵・資

料番号282)などのように、年号や月名に続い

て型屋の名前を記した後に「本Jと付記するも

の、及び「正徳三年巳ノ三月十三日 寺家村形
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屋兵五郎J(東京芸術大学蔵・資料番号10)、

I(表)乙明和二年 (裏)明手111周年丁正月 形

屋幸助J(東京芸術大学蔵・資料番号82)のよ

うに、年号の後に型屋の名前だけを記すもので

ある。

両表記がほぼ同様の意味をもつことは、「文

化十四年丑春 尾久山兵助本J(鈴鹿市・資料

番号198)、「文化十四丑仲秋尾久山兵助」

(鈴鹿市・資料番号200)のように、まったく同

様の表記形式で、人名のうしろに「本」と付記

するものとしないものがあることから明らかで

ある。「本」という言葉には、「もとからあるも

のJ1もととしてみならうべきものJ(r広辞苑J
第3版)という意味があるほか、絵画等で必ず

屋形売共人別名前井出稼国々改帳』に記載され

ている型売り仲間のそれと一致するものが多数

合まれている。

また宮城県登米郡米山町の旧紺屋、新国家に

残されていた2102枚の型紙の中にも、『天保五

年子七月 白子寺家両村紺屋形売共人別名前井

11¥稼国々 改l帳jに「奥州南部行き仲間」として

名が掲載されている和田甚兵衛・尾崎利兵衛を

示すと推測される「甚兵衛J1利」の墨書が見

られる(註2)。

このほか、墨書には、 I(表)文政己九(? ) 

口口口霜月吉日 (裏)弐百文口条口相J
(鈴鹿市・資料番号239)のように、購入価格を

記したものや、「宝暦九巳卯七月日 勢州白子

しも冊子・巻子になっていないものに対しでも、 寺家南之郷 形屋兵次郎本J(東京芸術大学

所蔵を異にする同種作品に閲しては、伝統的に 蔵・資料番号69)、「子時明和五歳子十二月上旬

100家本J100博物館本」といういい方をし 勢州不断桜之住 北村嘉助本J(鈴鹿市・資料

ていることから、こうしたことが推測される。

また「賓暦 1- 庚辰十一月吉日 勢州白子寺家

形屋鈴蔵作本J(鈴鹿市・資料番号72)のよう

に、「形屋00作本」と記されるものが存在す

ることもこれを裏付ける。

墨書に見られる人物名や屋号が型紙を制作し

た型屋のそれで、あることは、名前の前に「形屋」

と付記されているものが少なからず見られるこ

とから明らかであるが、「安永六酉十月吉日

間金屋庄兵衛本 (上)三月九日J(鈴鹿市・

資料番号102)、「安永二巳九月 小林兵次郎本

口小林兵次郎J(鈴鹿市・資料番号92)、「元治

元年甲子夏 山中兵助本J(東京芸術大学蔵・

資料番号324)の墨書に見られる、田金屋庄兵

衛および小林兵次郎、山中兵助の名が、天保 5

年(1834) 7月の伊勢白子・寺家の型売り仲間

台帳『天保五年子七月 白子寺家両村紺屋形売

共人別名前井出稼国々改帳J(IH 中四朗『伊勢

型紙の歴史J<昭和45年・伊勢型紙の歴史刊行

会〉所載)の「凶国中国行き仲間」に見られる

(註 1)ことも、更にこれを裏付ける。

なお、表 Iに示した墨書には、名は合致しな

いが、姓が『天保五年子七月 白子寺家両村紺

番号86)、「壬享和二歳成二月吉日 江戸大傍馬

11fT武丁目 中島屋J(東京芸術大学蔵・資料番

号151) (註 3)のように、型屋の所在地が記さ

れたものもある。

さらに、「元禄七暦弐月吉日形屋 勢州安襲

郡白子寺家 次郎作J(鈴鹿市・資料番号 2)、

「此迄は新型 宝暦六 丙子年九月五か二兵作

彫世J(鈴鹿市・資料番号62)、I(表)播州(線

で訂正)播州東城都 大城進手筋 折屋町

(裏)天明弐壬寅年 作者兵助多(? )金屋

庄左兵衛門本J(鈴鹿市・資料番号118)のよう

に、型の作者(彫師)の名前を記したものも見

られる。そしてこうしたものの中には、「天明

武壬寅十二月育日 多金屋庄左衛門本作者半

助J(鈴鹿市・資料番号117)、「近年の口口口

庚寛延三歳午六月吉日 勢州、|白子堺町多金屋

庄兵衛本 作者正直J(鈴鹿市・資料番号52)

のように、同じ形屋に所属する異なる彫師によ

る型紙であることを示す墨書も見られる。

型紙の作者に関しては、「天明四年甲辰二月

吉日 市川弥兵衛作之J(鈴鹿市・資料番号121)、

「天明四年辰壬三月吉日 市川弥兵衛蔵之J(鈴

鹿市・資料番号122)のように、作者と所蔵者
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が同一人物であるケースが見られ、これらは、

当時は染屋が型紙を自作することもあった可能

性を示唆している。

一方、これら以外に年月のみを記したものも

少なくないが、これまで見てきたように、これ

も型紙を購入した年月を記したものが大部分を

占めると考えられる。

以上のことから、型紙に墨書された人名や屋

号は型屋のそれで、あると推測されるが、型紙を

購入後、染屋が型紙にこれらを忘れずに書き付

けるためには、入手後比較的日を置かずにこれ

を行う必要があったと考えられる。「安永六

酉五月 廿九日J(鈴鹿市・資料番号98)、「安

永六酉十月吉日 田金屋庄兵衛本 (上)三月

九日J(鈴鹿市・資料番号102)のように、月だ

けでなく日まで記したもの、また「嘉永五子と

し 新形J(東京芸術大学蔵・資料番号302)、

「此迄は新型宝暦六 丙子年九月五か二兵作

彫世J(鈴鹿市・資料番号62)のように、新型

であることを記したものがあることや、年月を

記した後に「吉日JI吉祥日」と付記している

ものが多いことから見ても、新たに入手したこ

とをきっかけにこれらが記されたものと推測し

て良いであろう。

一方、染屋が型紙を購入したのち、墨書を施

すまでの時間経過が明らかでない紀年銘の例と

しては、「小林兵治良本 天明元年九月吉日

うし小林兵衛書之天明元年丑八月吉日」

(鈴鹿市・資料番号114)や「辛明和八年 宇奈

月二十八日改 長嶋正左衛門本 三治良調ル

則之秋草が延び口口口まかり成申候J(鈴鹿

市・資料番号88) などがあり、前者は購入後比

較的すぐである可能性が高いが、後者は「改」

とあるので、後日の存在確認のために記された

ものである可能性もある。

これらの他に、現存する型紙の中には、書か

れた意図が明らかでない墨書も見られるが、数

はそれほど多くない。

法量から見た江戸時代の染型紙

(年紀と型紙の年代)

前節での考察から、年紀を持つ墨書の用途や

墨書が記された背景、記されている内容の概略

が明らかになったところで、それらの年紀を型

紙の制作年代からさほど遠くない時期のものと

して、紀年銘を手がかりに、江戸時代における

染型紙の編年を試みたいと思う。

染型紙の多くが紺もの小袖あるいは木綿の浴

衣に使用されたことからすれば、流行遅れの型

紙を何十年にもわたって使用することは、友禅

染や絞り・摺匹FH.刺繍などを加飾技法として

用いる通常の小指hの例を見ても考えにくい。染

屋が型屋から購入した型紙に購入年月を記して

おく必要があったのも、流行遅れの型紙を使用

しないようにするための手立てであったと推jJ(lJ

される。

従って、型紙に記された墨書銘をおおむね型

紙購入の年に記されたものとしてよいと思われ

るが、型紙の多くは、伊勢を中心に、江戸・京

都などの限られた型紙産地からの行商によって

各地にもたらされたと考えられるから、型紙の

制作から染屋の手に渡るまでに要する時間も考

慮しなければならない。伊勢から東北地方であ

れば半年ほどの時間差がそこには生まれ、また

制作してから紙を枯らし、商品として落ち着か

せる時間がまた数年という単位であれば、厳密

に型紙の制作時期と型紙の年紀との問にはずれ

があるといわなければならない。

しかし一般に、染織品における様式の編年に

関しては、一つの様式が行われた時期には当然

幅があることから、型紙に記された年紀の前後

数年の聞にその様式が行われていたと考えるこ

とはできる。本稿においても、型紙に記された

年紀によって、その型紙に見られる様式を、墨

書に記された年、及び前後数年間に行われてい

た様式と解釈している。

具体的作業としては、紀年銘墨書を持つ型紙

の法量の一定の期間ごとの平均値を求め、それ
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らが時期によってどのように変化していくのか た型紙の占める割合がかなり大きいので、本稿

を明らかにし、各H寺期の平均的法最を基準値と では型紙そのものの法量についてはこれらを川

して、今後紀年銘を持たない型紙の年代判定の いて述べる。

手がかりとなるようにする。 また表 lにおいては、模様に関する情報は訓

(法量の分析方法)

表 lは、年紀のある墨書を有する別紙の一覧

表である。各所蔵者が公表している表 2に示し

た型紙の各データベースから、年紀のある思書

を持つ型紙を抜き/11し、年紀の時代]1闘に並べた

もので、型紙に記された墨書のほか、型紙のIp日

と天地、型のI~ß と天地の法置を記している。

ただし、『染の)~~紙.J I資料 7Jには、京都|事|

立博物館所蔵の)cu.紙のほかに、『鈴鹿市所蔵

古代型紙目録J、『江戸小紋と型紙極小美の世

界j所載の型紙にl刻するデータが収録されてお

り、これらは基本的にそれぞれの所蔵者による

データベース所載の型紙と重複しているため、

墨書の記述とi去最に関しては、原則的に『鈴鹿

市所蔵古代型紙11録J、『江戸小紋と型紙板

小美の世界Jに記された情報の方を優先し、表

lに記載した。また鈴11li1'1)所蔵の型紙について

は、『鈴鹿市所蔵 古代型紙 1=1録Jに収録され

ていないと考えられる型紙のデータも何枚か

『染の型紙.1I資料 7Jに収録されているため、

これらは鈴鹿市所蔵の別の型紙として去 lに加|

えている。

表 2に示したデータベースのうち、『鈴鹿市

所蔵 古代1~~紙日録』、及び『ときめくファッ

ション 小11fT娘からモダンガールまで』所載

「型紙データベ}ス一覧表Jに収録された型紙

には、彫られた引の|隔と天地の1idil:とともに、

愛しであるが、それは、表 2に示したいずれの

データベースにおいても、模様に閲する情報は、

すべて個々の型紙の模様の中に見られるモチー

フを列挙したものであり、染型紙の時代判定に

おいては二次的にしか使用できないものである

からである。もちろん江戸時代と開国以降の明

治時代の模様には、当然使mされるモチーフに

差異は現れるが、江戸H寺代の中においては、そ

うした大きな追いは現れないことも、またその

理山の一つである。

型紙の形状変化については、これまで行われ

てきた研究では、切り透かされた型の部分の大

きさ(法量)にのみ関心が向けられてきた。本

研究においても、江戸時代の型紙の編年に関し

ては、型の大きさを中心に"i~J~いている。型の大

きさのうち、 l隔は紺や木~:Iílの着尺の織l隔に縛ら

れるため、 H寺代による大きな変動はないと考え

られるが、天地は時代によって変化する可能性

がある。塑のl隔が比較的WI定されているとすれ

ば、天地の寸法によって一回に防染糊を置く ITIi

積が変わり、仕事上の都合・不都合や作業に要

する時|旬、ひいては作業能率が変わってくるか

らである。

表 3は、型紙における紙の幅と天地、型のl隔

と天地の法量の時期lによる平均値の比較を行っ

たものである。ただし、平均値を取るに当たっ

て、紀年銘墨1Mを持っているため表 lに収録さ

れていても、 j去最が例外的に大きな1ft{を示す型

型紙全体のl岡と天地の法量も収録されているが、 紙(表rj:l数字にアンダーライン 2本をヲ|いたも

残念ながら、『型紙宮城県米山11fT新111家に伝 の)と、通常の型紙に模様の下絵を抗くために

わる』所載「型紙一覧表」、『江戸小紋と型紙 使用される小型の転写用型紙である「小本」の

極小美の世界』、『染の型紙.JI資料 7J収録の 法量(表中数字にアンダーライン I本をヲlいた

型紙では、型紙のl陥と天地を測っておらず、引 もの)は除外しである。

紙そのもの法量についてはやや情報が欠けると

いわざるを得ない。しかし表 lに収録された紀 (法量の分析結巣)

年銘墨書を持つJW紙のrl:'では、 TIIi2者を合わせ 表 3は、表 lに収録された紀年銘のある型紙
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の法量の中から、 10年・ 20年・ 30年・ 40年・ 50

年ごとの各部法量の平均値を抽出して表にした

もので、これらが時代とともにどのように変化

したか、あるいはしなかったのかを明らかにす

るために制作しである。

型紙の幅については10年ごとの平均値と、そ

れらのさらに総平均値を示している。既に述べ

たように小紋であれ中形であれ、型紙染が施さ

れる対象は着尺が大部分であり、着尺の織幅は

江戸時代以降明治時代後期に至るまでほとんど

変っておらず、従って型付けに用いられる板の

幅も同様に大きく変ることはなかったと考えら

れる。そうであれば型紙の全幅(紙のl隔)も型

の幅(模様部分の幅)にも変化は見られないの

が当然と考えられ、実際、表3に示した lから

19の時代区分の全期間を通じて、型紙の幅は確

かにほぼ40センチ台と41センチ台の狭い範囲に

集中している。

しかし一方、型の幅は、時代とともに変化し

ている。それは10年ごとの平均値ではあまりは

っきりしないが、 20年ごと、 30年ごとの平均値

を比較すると、江戸時代中期から後期にかけて

減少の傾向が見られるように感じられ、特に40

年ごとの平均値と50年ごとの平均値において時

代的な数値の変化を見ると、このことは一層明

らかとなる。

このことは、型付けに用いられる板と生地の

幅が江戸時代中期以降大きく変わったとは考え

られないことからすると、興味深い事実である。

江戸時代前期に出版された女性を読者とする

「諸礼集」や「司11蒙図嚢」などの版本では、桃

山時代の着装方を継承して、着物を緩やかに着

用すべきとされていたものが、江戸時代中期以

降、からだにぴったりとした着用形式へと変化

していく傾向が見られるが、生地帽にも多少は

この点が反映されていたのかもしれない。ある

いは、全般的に女性の着装がこのようにタイト

フィットの方向へ向かうのに伴って、着物の仕

立て上がり寸法における身幅が小さくなり、縫

い代部分が大きくなることを反映して、型付け

の際には、表に出る部分にわずかに余裕部分を

加えた寸法を型幅とした可能性もある。この点

は、今後「裁ち本」などの当時の縫製指導書や

小袖の残欠裂などで確認したいと思う。

型紙と型の天地の法量に関しては、両者が異

なる傾向を示していることがわかる。まず型紙

の天地は、法量が大きく二つのグループに分け

られる。ひとつは天地が19センチから23センチ

前後のグループ、もう一つは24センチから27セ

ンチ前後のグループで、表3には10年ごとと20

年ごとの平均値のみを示したが、 30年ごとや40

年ごと、 50年ごとの平均値を比較しても、これ

らはともに、時期の移り変わりに伴う一方向的

な変化は見られず、前者は平均20センチ台、後

者は平均25センチ台で不規則に推移する。

また、型紙の天地が18センチ台以下のものと、

逆に28センチ台以上のものも若干は見られるが、

型紙そのものの大きさに関しては、基本的に幅

が等しく天地の寸法が異なる二つのグループが、

型付けの都合に合わせて使い分けられていたと

考えられる。但し、何を基準として(目的とし

て)その選択が行われていたのかはわからない。

なぜなら、後に述べるように、型の模様部分の

天地の寸法には時代的な推移が見られるが、こ

れと型紙の天地の寸法には特に関連が見られな

いからである。

具体的には次稿に譲るが、明治時代になると

型紙の大きさ、特に天地の法量に大きな経時的

変化が現れたと推iJlUされるのに対し、すでに見

たように江戸時代においてはまだそうした大き

な変化は現われていなし、。ただ、型の天地の法

量にそうした動きが窺われるだけである。

型の天地の法量の10年ごと、 20年ごと、 30年

ごと、 40年ごと、 50年ごとの平均値を観察する

と、 10年ごと、 20年ごとの平均値においては、

あまりはっきりとしない法量の時代変化が、 30

年ごと、 40年ごとの比較では、江戸時代中期に

比べて後期に増加傾向を見ることができる。更

に50年ごとの推移では、江戸時代中期から明治

時代に向かつて、一定して増加傾向にあること
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が確認できる。

おそらくこうした傾向が、明治時代になって

急速に加速するとともに、型紙そのものの天地

の増加現象を誘発し、明治代における多様なサ

イズの型紙の出現へと繋がっていくものと推測

される。

むすびにかえて

明治時代、文明開化の名のもとに、多くの西

洋の文物が日本にもたらされ、様々なものに大

きな影響を与えたことはよく知られているとこ

ろであるが、それに伴い、日本にあった伝統的

な文物も、新しく欧米からもたらされたものに

比較して「古臭いもの」、あるいは「機能的で

ないもの」として打ち捨てられていった。そう

したものの多くは、幕末の開国以降、 EI本の文

化に興味を持ち始めていた欧米の国々に流出し

ていくこととなった。しばしば語られる仏像や

仏教絵画などのほか、袈裟や能装束などの流lH

もそうしたものの一つである。また浮111:絵がヨ

ーロッパ絵画に与えた影響は、絵画におけるジ

ヤボニスムとしてよく知られているところであ

ろう。

これに加えて近年では、ヨーロッパのジャポ

ニスム工芸の研究の中で、それらの意匠表現に

おける染型紙の影響がつとに指摘されるように

なってきた。ヨーロッパの美術館・博物館所蔵

の染型紙には、収蔵された時期や経緯がIYlらか

なものがあり、それらの型紙の制作年代がそれ

以前であることがわかる。またそれらの美術

館・博物館に所蔵されている型紙の収蔵年代が

異なる場合、型紙自体の大きさや型の大きさ、

意匠の様式の違いが各コレクション問で見られ

るとすれば、それらはそれぞれの収蔵時期の聞

の期間、あるいはそれに近い時期に、そうした

特徴や様式が生まれたものと推論できる。

墨書の紀年銘はそのほとんどが江戸時代の年

代を示すものであり、明治時代の年代を記した

ものもほぼその前半に限られている。それは型

紙に紀年銘を記す習慣がIYJ治以降はなくなった
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ためと考えられる。西洋文化の導入で交通や通

信が発達し、情報の伝達や商品の輸送が容易に

なり、型紙にもより新しさが求められるように

なって、あえて紀年銘を残す目的や用途も失わ

れたからであろう。

明治維新以降の型紙流通の状況の変化も関係

しているかもしれないが、明治時代から大正時

代にかけての型紙は多様化するとともに、特に

意匠において変避の速度が増していったと想像

される。また、競合する染織業との聞に新たな

競争関係なども生じ、作業の効率化も同られ、

それは型紙の多様化を生み出したであろう。

なお、明治時代の型紙についての研究も、現

代に近い時代であるにも関わらず、江戸時代同

様ほとんど行われていないし、その実態も分か

っていない。型紙を制作し販売する立場からは、

新しいことが重要であり、関心事であったこと

からすれば、古いものを残そうとしなかったこ

とは日然な成り行きであろう。事実、伊勢白

子・寺家地域で現主も型彫りに関わっている

人々に取材しでも、 IYJ治時代の型の変選につい

ては先代や先々代から引き継いだ情報はほとん

どないという。従って次稿では、現存する型紙、

特に海外の美術館・博物館に所蔵されている型

紙を中心に、その様式変選を明らかにしたいと

考える。

なお、本研究は、~~:者が研究代表者である、

平成20-22年度文部科学省科学研究費補助金基

盤研究 (C)r型紙系型染の発生と展開に関す

る調査研究」及び、筆者が連携研究者である、

平成20-22年度文部科学省補助金基盤研究

(B)・研究代表者同測明子「染め型紙のジャポ

ニスムへの影響に|到する研究」の成果の一部で

ある。

註 l 墨書のrllには、「安永五年中四月十一日

IH金屋甚助作也J(鈴鹿市・資料番号95)、

fJ1IJ月中円 安永五年 申四月十一日 間金

屋甚助挑へJ(鈴鹿市・資料番号96) という

ように、|司一日に記されたと考えられる墨書
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があり、同資料の「四国中国行き仲間Jに記

載されている田金屋庄兵衛の一族と思われる

回金屋甚助の名が見られるが、両墨書では

「作也」と「説へ」という表記のみが異なる。

これらのことから、「安永六酉十月吉日 間

金屋庄兵衛本(上)三月九日J(鈴鹿市)など

に見られる「本Jという表記も、「作也Jr説
へ」と同様の意味を示すものと考えられる。

註 2 r新田家の型紙についてJr型紙宮城県

米山町新田家に伝わるJP.184o 

註3 天保5年(1834) 7月の伊勢白子・寺家

の型売り仲間台帳『天保五年子七月 白子寺

家両村総屋形売共人別名前井出稼国々改帳』

には、「一、大伝馬町二丁目江江戸府内出稼。

(中略)江嶋村住居大伝馬弐丁目 儀右衛門」

と記述が見られ、中島屋が儀右衛門同様、大

伝馬町二丁目に居住していることから、江戸

ではこのあたりが型屋が集中していた地域で

あったと考えられる。
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表 l 紀年銘墨書を持つ型紙一覧表

率 二重下線i立、例外的に値が大き〈、平均値に加えなかったもの.

ホ 重下線は、小本であり、平均値に加えなかったもの.

。、
ド・4

資料 年記 型紙の幅 型紙由天地 型の幅 型由天地

料資
所蔵書

各9ベデー-ス
年紀の晶る墨書 年紀 年紀 製紙 型紙の 天型紙地の 天地 天地19 天地24天地28型由幅 10年ご 20年ご 30年ご 40'年 50年 型の天 叩年ご 20年ご 30年 4ご0と年 50年

の酉 の元 の幅 帽年の10 18.5cm -23cm ....27cm cm以上 (cm) との平 との平 との平 ごと ごと 地 との平 との平 ごと ごと
番 におけ 暦号 (cm) ごと (cm) 以下 前後(10

前{ご20後と年の
均 均 絢 の平 の平 (cm) 均 均 の平 の平 の平

骨 る盤哩 の平均 年ごと 均 均 均 均 均
番号 の平均)

平均)

1鈴鹿市 51 野州自子安肇本郡(裏元に禄も寿あ(り?)}申ノー 1692 元禄5 41.6 27.1 27.1 組』 組』月形屋口口

2鈴鹿市 577 z栂七暦家弐月吉田形屋努州安肇郡
1694 元禄7 40.8 22.3 38 15 白子寺 次郎作

3鈴鹿市 52 耳禄八歳一月十六日こ牛も天あ王り)形屋 1695 元禄8 44.2 24 38 14.7 
与四郎壱にlまりた{裏I り

{平均} 42.2 22.3 38 14.85 

4鈴鹿市 元禄捨五年七左衛門
1702 

z禄
37.5 14.7 

15 

5鈴鹿市 宝永一年まツ井伊助本 1705 宝永2 35.4 12 

6鈴鹿市 86 宝章一年(宝永一年か) 1706 宝章3 40.3 25.6 35 12 

7鈴鹿市 085 宝;)<四年宮原3膏五郎 1707 宝永4 41.3 21.6 38.3 13.3 

鈴鹿市 本田中努侍井兵部宝永田年木右松衛平門
8 088 出羽守織下屋敷口口口笠 1707 宝永4 40.5 21.5 38 13.8 

本

鈴鹿市
百牒{表六}(賓+裏1八)k正七枚月年の吉う己ち翻{巳自六か枚己}八のの月ほうち十ん八い平ず日蔵か

9 089 たへまい奥りお山う徳けJに口口白残書事さ州れ自下干さ 1710 宝;}<7 40.6 20.5 37.3 14 
寺家村 k郎本へ
れ候間よりいもてかょや漬定祐稽 ζ

の腺七衛門

(平均) 40.68 21.20 25.57 36.92 37.188 13.30 13.69 

10東京華街大学 正厘徳兵五一年郎巴ノ 月+一目寺宮村形 1713 正徳3 37.9 13.7 

11鈴鹿市 084 正億五年午天平兵衛本寺尾 1715 正徳5 40.7 18.3 38 13 

12 鈴鹿市 J38 正徳徳五年末努(未州?)十一月吉朔日奥 1715 正徳5 40.8 21.5 36.4 13.2 
山八郎 安基郡奥山億八郎

13東京醤術文学 車保年努 1716 車保1 36.1 12 

14 東京益術文学 艶{表州}草安保聾一年川治屋喜兵衛{裏)
1718 事保3 39.4 郡厳浦形屋兵太郎 14.5 

15鈴鹿市 車保四歳吉月奥山時兵衛 1719 車保4 39.2 13.6 

(平均) 40.75 19.9 37.83 37.46 13.33 13.54 

16 車京華街大学 草保七貧七月形屋徳衛門吉田宇平
1722 車保7 37.8 15.1 本

17 鈴鹿市 車保七訟寅ノ無神月吉田形屋藤玉
1722 車保7 37.5 12.7 郎

18鈴鹿市 草保八年卯ノ 月朔日寺家藤五郎 1723 車保8 38 12.7 

19車京墓術文学 車保+年巴正月厳浦住人片屋太良
1725 

車保
38.5 13.2 兵衛本 10 

20車京藍術文学 車保+年月吉田形屋字平本
1725 車保

39 12.9 
10 

21 鈴鹿市 車保+年巳一月吉田形屋宇平本
1725 

車保
38.2 13 

10 
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紀fド銘思 iljを持つ型紙一覧表

鈴鹿市 (表)鼓ケ滞平断に住車保+年己{巳

か)四月吉田形厘宇病平ム (裏)かまれか 車保
22 082 まいはなれうまい 目よりみるめ 1725 

10 
40.6 28.2 38.1 13.2 

むぎの二なを二の清水量せしめり

23 鈴鹿市 079 
車保十年己(巴か)七月一+七日か

1725 
車保

41 28.2 36.6 12.5 たや兵太郎 10 

24 東京語術大学 車保十年巴九月吉田形屋字平本
1725 

車保
38.1 12.3 

10 

25 鈴鹿市 S6 
車保十年午五月ーやはら紋右衛

1726 
車保

42.7 21.1 37.3 12.2 
門本 11 

26 鈴鹿市 083 
(表)享保十弐年来六月吉田努州自

1727 
事保

40.7 26.3 37 16.2 
子さかい町(裏)車保八年 12 

27 鈴鹿市 車保+一年午(ママ)五月みはらもん
1728 

車保
36.6 13 

ゑもんほん 13 

28 鈴鹿市 080 
車保十五年寺家村兵次良本

1730 
車保

41.3 20.7 38.1 13.2 
15 

29 東京醤術文学 車保十六年六月吉田形屋兵次郎本
1731 車保

37.9 12.8 
16 

30 鈴鹿市 J23 
車保十六年京九月吉田宇平本

1731 
車保

40.6 20.7 38.1 12.6 
16 

31 東京藍術大学 車保十六年形厘長次郎本
1731 

車保
37.9 12.8 

16 

(平均) 41.15 20.8333 26.3 37.79 37.805 37.64 13.15 13.2 13.33 

鈴鹿市

村本此御{表本平か)本何助へ甲形本車方申へ様保可喜御書候十渡多九申村し候年避平共さ助寅早れ八速可喜月知〈多吉候せ村田下平(裏可北助) 候
32 081 1734 

車保
40.7 21.3 37.5 13.5 

19 

33車京嘗術大学 z文丁巴一月吉田宮原紋之丞本 1737 z文2 38 13.1 

34齢鹿市 元文一年五月吉田宮原紋之丞 1737 冗文2 38.4 12.9 

35齢鹿市 078 z文 年 宮 原 紋 之 丞 1737 元文2 41.3 20.5 38.2 12.3 

36鈴鹿市 元文一丁巳菊月上旬嶋村平助本 1737 冗文2 37.4 19 

齢鹿市 z文ェ畠午卯月上旬北村平介(小
37 077 林宇介か)本白干寺京北村平介本 1738 元文3 41.2 20.8 38.4 12.3 

主兵治良本

38鈴鹿市 z文四年ロー藤五郎 1739 見文4 38.3 12.3 

39 鈴鹿市 寛保z年寄送人南部康次
1741 寛保1 品』 i翠

(平均) 41.07 20.8667 38.03 37.71 13.63 13.39 

40鈴鹿市 童保四年甲子ノロ..宮原敏之丞 1744 寛保4 37.3 12.6 

41鈴鹿市 054 延草z年 1744 延草1 41.3 20.5 36.8 12 

42鈴鹿市 076 延草元年 1744 延草1 41.2 27 35.3 17 

43鈴鹿市 053ワ 延草z年 1744 延草1 41.3 20.8 36.6 12.2 

44鈴鹿市 延車武年宮原紋之丞 1745 延草2 37.3 12.3 

45 鈴鹿市 055 
延車京稔宮原紋右衛門(裏r=もあ

1745 延草2 41.4 20.8 37.5 14.9 
り}

拍車京藍術大学 延草四年卯九月山中孫邸 1747 延草4 37.5 18.2 

47鈴鹿市 延車四歳T十月吉田形贋兵五郎 1747 延草4 37.3 13.4 

48鈴鹿市 廷享四年形璽宗七本 1747 延草4 35.4 13 

49京館都国立博物 459 
延享四年片山横四郎本

1747 延草4 36.9 12.2 

50鈴鹿市 074 寛延瓦議八月吉日形屋与七本 1748 置延1 41.7 20.7 37.2 11.5 
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51 鈴鹿市 075 
寛延南二部年寅形屋宗七本(後筆)寄送

1749 寛延2 41.2 20.9 35.3 13 人 治

鈴鹿市 近年の口口口 度寛書延金三屋越庄午兵六衛月本吉
52 052 日野州白子堺町 1750 寛延3 41.4 20.2 37.3 13 

作者正直

53 鈴鹿市 073 置(裏延に三も 宮紋宮原(紋右衛門本η 1750 寛延3 41.5 20.6 37.5 12.3 
あり)

54 鈴鹿市 54 
寛延四議長口郎本うしゃ吉(7)作

1751 寛延4 42.9 20.8 37.9 13.2 
郎

55 鈴鹿市 568 
宝暦z寿宋極月吉田形屋勘右工門

1751 宝麿1 44.3 28 ~ w 本

{平均} 41.82 20.6625 27 36.87 37.241 37.47 13.39 13.46 13.33 

56 東京華街大学 宝暦覧間車六申五八郎月本吉田 形屋興惣穴持 1752 宝暦2 37.5 14 
主本

鈴鹿市
{童)兵太郎寺本家村長宝太紋暦郎右二日衛歳本門形兵形屋太屋長郎長太源太郎(裏)

57 045 
助郎勢州寺家 歳形屋兵郎

1752 宝麿E 41.2 22 36.5 12.4 

58鈴鹿市 賓暦四車成七月吉兵次郎 1754 宝暦4 38.2 12 

59 鈴鹿市 071 賓暦玉Z亥霜良本月吉田ー拾枚之 1755 宝暦5 41.1 20.8 36.9 13.5 
向小林兵次

60鈴鹿市 068 賓家暦村五小Z林亥与霜惣月六下本旬主艶州安塞郡寺 1755 宝暦5 41.4 20.9 38 12.1 

61東京華街文学 宝暦五年 1755 宝暦5 38.6 11.1 

62 鈴鹿市 051 
此迄は新型宝暦六丙干年九月五

1756 宝暦6 41.3 15.8 38.6 12.2 か工兵作彫世

鈴鹿市 (右}寅暦穴轟{上)艶陽住(下)姫

63 057 子竹本松子此月の遊仕出し修作者専惰 1756 宝暦6 41.3 21.1 37.5 12.3 
門事金量庄右衛門本

64東京雲術大学 宝暦七T丑八月二日小林兵次郎本 1757 宝暦7 38.4 11.2 

65 東京事術文学 宝暦七T小丑林八兵月次三郎日 艶州安蕃郡栗 1757 宝暦7 38.9 12.9 
山口口

回東京華街大学 宝暦T丑七年山中伊郎口 1757 宝暦7 盗品 且4
草案華街大学 宝麿八寅一月十五日布団形寺家松

苦手67 井喜三郎 1758 宝暦8 !L 

68鈴鹿市 049 宝暦八年惣代八本重太郎 1758 宝暦8 40.5 20.8 37.3 12.8 

69 車京華街文学 宝之郷暦九形巴慶卯長七次月郎白本書事州自子寺家南 1759 宝暦9 39.4 11.5 

70鈴鹿市 047 小日林勢兵州次自郎干本寺成家宝暦九歳卯七月吉 1759 宝暦9 41.3 20.9 38.3 12.7 

71鈴鹿市 050 
宝暦十年庚辰九月九日屋定七本主

1760 
宝暦

41.3 20.8 36.3 12 
10 

72 鈴鹿市 070 
賀唐+度辰鈴蔵十 月吉田欝州白子

1761 
宝暦

41.3 20.7 36.3 11.7 寺家形屋 作本 10 

73 鈴鹿市 宝暦十議十月吉田国金屋庄次
1761 

宝暦
37.5 13.6 

郎本 11 

74 車京薯術大学 宝唐十一歳巴霜月吉祥日山中口口
1761 

宝暦
37 13.7 

昆本 11 

(平均) 41.19 20.4222 37.72 12.45 

75 鈴鹿市 宝暦十一年四月言白書金庫庄次郎
1762 

宝暦
37.2 12.4 

'" 12 

76 鈴鹿市 048 
宝暦十一年午四月十八日田たか

1762 
宝暦

41.4 20.4 36.8 12 年や庄次良本 12 
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紀年銘込書を持つl白紙一覧表

77 東京聾術文学 宝暦十二車+一月吉田形屋藤七本
1763 

宝暦
36.6 11.9 

13 

78鈴鹿市 046 明和z年 1784 明和1 41 20.8 36.6 11.7 

79東京聾術大学 明和拡乙酉一月松田清右衛門本 1765 明和2 36.9 12 

80 鈴鹿市 069 
本明和ltz百十月吉白書金屋庄治郎 1765 明和Z 40.5 17.9 40.4 11 

81鈴鹿市 023 明和一年 1765 明和2 41.3 20.2 37.9 12.7 

82 東京醤術大学 月(表)形Z厘明幸和助二年 {裏)明和四年T正
1765 明和2 36.7 14.4 

車京蕃術大学 丙明和一村揖成山極算月本吉田馬艶ロ陽算安三肇郎郡
83 本白子寺家 野 1766 明和3 35.2 15.2 

84東京嘗術文学 丙明和z畠 1766 明和3 36.6 14.8 

85 東京醤術大学 丁明和安四年八月吉日形屋孫郎
1767 明和4 36.3 15.1 山中治郎本

聞東京華街大学 干断桜時明之和住五北歳村干嘉+助二本月上旬 努州不 1768 明和5 36.1 13.5 

東京醤術文学 康家村明和観七世車音十量月T吉目田欝北州邑安勘奮兵白衛子寺
87 1770 明和7 iIlI Z孟

鈴鹿市 辛崎草明和八年宇奈月一十八日改秋長
88 067 正左衛ぴ門本ロ三ま治か良り成調ル申候則之 1771 明和8 40.9 26.4 35.6 16.2 

が延口口

(平均} 41.02 20.4667 26.4 36.84 37.337 37.3 13.3 12.82 13.09 

89 鈴鹿市 本明和九旗康七月吉白書金屋庄兵衛 1772 明和g 37.3 13.3 

90鈴鹿市 安永一巳五月吾輩屋庄兵衛本 1773 安;1<2 37.7 12.7 

91鈴鹿市 安永一巳九月小林兵次郎 1773 安永2 36 12 

92鈴鹿市 036 林安兵永一巳九月小林兵次郎本口小 1773 安;1<2 41.5 20.8 37.7 11.5 次郎

93鈴鹿市 害粂貫録名合国昨丘価主 1773 安永2 36.4 12.3 

94鈴鹿市 043 安永一巳五月吉田回金屋庄蔵本 1773 安永2 41.1 20.7 38 12.2 

95 鈴鹿市 作安永也五年申四月+一日 田金屋甚助 1776 安来5 35 16.4 

96 鈴鹿市 038 
卯月中目安永五年申四月十日

1776 安永5 41 25.5 35 16.3 
因企屋甚助院へ

97東京嘗術文学 安永五年七月吉田片屋太良兵衛本 1776 安永5 37.5 14.7 

98鈴鹿市 021 安永六酉玉月廿九日 1777 安永6 41 26 35.7 16.2 

99 |聖最大酉大同書目 1777 安永6 趨』 ZZ.li 

100 
鈴鹿市

040 
安永六百十月吉田因企慶庄兵衛本

1777 安;1<6 41.1 20.9 36.5 12.7 O因企

101 鈴鹿市 037 安永六酉畠因企屋庄兵衛本 1777 安永6 41.3 20.1 36.2 13.8 

102 
鈴鹿市

041 
安永六百十月吉田園金屋庄兵衛本

1777 安永6 40.8 21 37.8 12.4 (上)三月九日

103 
東京蓄術大学 安永七戊成年十月吉田白子江島町

1778 安永7 36.3 15.5 
珂音吉左衛門

104 鈴鹿市 020 安永七成年阻金屋庄兵衛本 1776 安永7 41.1 20.5 36.3 11 

105 
東京嘗術文学 安;1<八酉車京七夕下旬笹古松左衛

1779 安永a 38.2 11.7 門

106 鈴鹿市 Q51 安永八ノ;賓正月嶋村長五郎 1779 安永8 41.8 20.8 38 11.7 

107 
鈴鹿市

039 庚良本干安永九年 E月吉田 白井幌五 1780 安;1<9 41 20.7 36.5 11.8 0田章
L一一 」ー 一一
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108 
鈴鹿市

019 大短大手筋裏折に屋も町あ 天明辛丑六月 t 781 天明1 40.7 26.6 34.7 17.6 
下旬回全( り)

109 
鈴鹿市 天明辛丑六月下旬大坂大手筋折屋町

1781 天明1 35 17 国金屋ロ・・・御内宇助

鈴鹿市 天明元年子(ママ)秋形屋侮左衛門

普110 本 1781 天明1 並品

111 鈴鹿市 天明元年九月朔日角兵衛本 1781 天明1 36.5 18 

112 齢鹿市 天明冗年九月吉田小林兵作 1781 天明1 39.2 11.8 

鈴鹿市
衛八(表本)口天口(明左線元)松年(井裏九豊)月此八朔本本日事 垣内田角兵(右)松井豊

(裏) 本何方棟へ書り候
113 034 共(紙貼付)松井角兵衛口口此本 1781 天明1 41.3 26.4 36.3 18 

椅子方織へ香り候共松井角兵衛へ
御世話な可ら口口口口

鈴鹿市 小林、兵林治兵良衛本天明π年九月吉田う
114 014 L '1 書之天明元年丑八月 1781 天明1 41.8 21 39.3 11.8 

吉田

(平均) 41.19 20.7222 36.8 37.1 13.85 13.28 

115 鈴鹿市 058 天明一議事号州自子寺軍 1782 天明2 41.3 23.8 36 15.5 

116 東尽華街大学 天明武壬寅月吉田形屋松右衛門 1782 天明2 37.5 14.9 

鈴鹿市 天明鉱壬寅十 月吉白書童屋庄左
117 衛門本作者半助 1782 天明2 35.5 16.5 

鈴鹿市 (韮)燭州(線で訂正)裏揺)州天東明城弐都壬 大

118 015 域進手筋折屋町( 寅 1782 天明2 41.3 26.7 35.7 16.4 
年作者兵助多(1)金屋庄左兵衛門
本

119 車旦華街大学 天明一口+ 月形量宇五郎 1783 天明3 37.8 11.4 

120 
鈴鹿市

035 
天明一年卯十 月吉田因企屋庄吉

1783 天明3 41.7 20.8 36.7 12 
本

121 
鈴鹿市 天明四年甲辰一月吉田市川弥兵衛

1784 天明4 話』 ~ 作之

122 
鈴鹿市

017 
天明四年展壬 月吉田市川弥兵衛

1784 天明4 益4 ι」 益」弘 品』蔵之

123 東京華街大学 王明四辰七月吉日形屋松右衛門本 1784 天明4 37.2 15.2 

鈴鹿市 甲辰天明四年九月吉田小林六左

隼4益卑孟よ124 018 衛門 1784 天明4 iよ 鑑 主基

125 鈴鹿市 S5 天明六年午四月中旬形屋口口口口 1786 天明6 40.6 20.3 37 14.6 

126 東京事術大学 天明八秋形屋六郎兵衛本 1788 天明8 36.5 11.6 

127 
鈴鹿市

S8 
成天明八年車十月吉田形屋政吉

1788 天明8 42.2 36.4 14.6 
本

128 
鈴鹿市

M34 
八ホ寛政見成酉士口口笠木良兵衛

1789 寛政1 40.1 20.4 36.5 15 
本衣更着中旬

129 
原都国立博物

449 
寛政一年成八月ロ・・本

1790 寛政2 36.4 14.2 
館

130 鈴鹿市 Q28 寛政年亥申春嶋邑兵五郎本 1791 買政3 40.9 20.4 36.5 15.4 

(平均) 41.16 20.475 25.83 36.59 36.724 36.98 14.41 14.05 13.48 

131 鈴鹿市 寛政四年奥山角右衛門 1792 寛政4 36 12 

132 齢鹿市 Q48 寛政四子無神月嶋村兵右衛門本 1792 寛政4 41.6 20.8 37.2 14.8 

133 
東京事術文学 壬寛政四産量子十月吉田形屋興惣吉

1792 寛政4 35.9 11.4 
ほん

134 鈴鹿市 F20 買政五うL4崎村兵五郎本 1793 寛政5 40.3 20.7 37 14.7 
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紀年銘墨書を持つ型紙一覧表

135 
鈴鹿市

851 エ(裏門)寛政五うし初春崎村寅(7)右 1193 寛政5 38.4 19.2 36 14.2 
ほん

136 
鈴鹿市

S10 
寛政宜年自子寺家村形昆布組ロ

1193 寛政5 41.3 23.8 35 16.8 
や口ロ

131 東館北歴史資料 68 寛政玉年歳六月四日 {力)月四日寛 1193 寛政E 36.4 13.2 
政五歳

138 
鈴鹿市

033 四甲郎寛本政{町六正年)(形裏屋に藤もあ八り本)かたや嵐 1194 寛政e 41.3 20.1 31.3 15.2 

139 東京嘗術大学 寛政七Z卵八月吉田釜塵喜兵衛本 1195 寛政7 31.3 14.4 

140 館京都国立樽物 番号無
寛政八年勢州厳ケ浦

1196 寛政8 31.2 15 

141 鈴鹿市 寛政八辰とし 1196 寛政8 31 11.4 

142 東京嘗術大学 寛政八年辰九月改畏笹川恵助ほん 1196 寛政8 31.9 11.9 

143 鈴鹿市 031 寛政八辰各自子 1196 寛政8 41.1 25 36.2 14.2 

144 
鈴鹿市 寛政+ 未初4 奥山長玉郎ロ・・・

1199 
寛政

36.2 11 
11 

145 
東京嘗術文学 寛官官村政+形一屋歳宗未七本十月吉田 伊艶自子寺 1199 

寛政
36.1 12 

11 

146 
鈴鹿市

J40 寛郎政本+一年林比興村惣与五惣郎玉本郎本?}(崎村兵 1800 寛政 39.2 20.3 36.2 13 
五 7/小 12 

141 
東京馨術大学 度寛政十一申鳳四月吉田亀屋参之

1800 
寛政

35.9 11.2 
助本 12 

148 
鈴鹿市

G45 市す川り作太兵極衛上本田旨寛政十一年甲九月ロ 1800 
寛政 40.2 21.3 36.8 15.5 
12 

149 
鈴鹿市

L58 
寛政+ー甲初4 奥山崎兵衛本 1800 

寛政
41.2 20.1 36.1 14.3 

12 

150 鈴鹿市 032 草和耳年酉秋嘉書屋吉兵衛本 1801 車和1 40.9 16.9 35.8 12 

(平均) 40.55 20.015 36.54 14 

151 
東京盤術文学 壬車和一越中成島二l月吉田江F大傭馬 1802 車和2 辺』 強苦町風T目 鹿

152 東京事喜術大学 車和一年成月小林兵次郎本 1801 車和2 35.8 13.1 

153 鈴鹿市 812 草和弐年 1802 事和2 41.2 20.1 31.1 11.8 

154 鈴鹿市 J16 車和弐年 1801 享和2 41.2 20.5 31.2 11.1 

155 鈴鹿市 草和弐年 1801 草和2 31.1 12.2 

156 
東京聾術大学 車和三年四月

1803 事和3 ~ 省証
151 

東京醤術大学 時草和ヱ極月吉祥白書之 浦
1803 享和3 ~ 省吾民

158 鈴鹿市 012 草和一年 1803 享和3 41.2 21 31.5 11.8 

159 東館北歴史資料 2105 
草和三年吉六廿国語右衛門殿

1803 事和3 且』 且』

160 齢鹿市 013 事和四年子一月かまや本 1804 事和4 温品 iJ. Z孟 ~ 

161 館京都国立博物 441 
文化元子九月上旬奥山兵五郎本

1804 文化1 36.5 14.2 

162 鈴鹿市 061 文化ーノ秋奥山兵五郎本 1805 文化E 41.1 20.8 36.5 13.9 

163 東京嘗術大学 文化四口み月形厘松平本 1801 文化4 36.9 14.2 

164 鈴鹿市 059 文化四年卯中秋吉川林蔵本 1801 文化4 41.1 25.3 36.6 15.5 

165 鈴鹿市 P51 文化四年卯中秋奥山兵五郎本 1801 文化4 40.5 19.5 36 14.5 

166 鈴鹿市 P58 文化四年卯八月吉田吉川忠兵衛本 1801 文化4 40.3 19.4 36 13.5 

161 
鈴鹿市 Q21 衛文本化四年丁目H六月吉田吉川忠兵 1801 文化4 39.6 19.1 36 12.3 

168 東京華街大学 文化五辰四月奥山他蔵本 1808 文化5 36.1 11.4 

169 鈴鹿市 文化五年辰六月奥山兵五郎 1808 文化5 36.5 14 

表 l

g 



170 
鈴鹿市 文化五九月盲目新lotんちょうしゃ

1808 文化5 組 ~ 喜=郎

171 
鈴鹿市

R8 
}1:化宣歳成辰五月吉田古川忠兵

1808 文化5 41 20.4 36.1 15 衛本

172 東京薯術文学 文化玉辰霜月形屋松右衛門本 1808 文化5 36.3 11.2 

173 東京薯術文学 文化玉年辰霜月形屋松右衛門本 1808 文化5 36.4 11.6 

174 東京墓術大学 文化五卯{ママ)年小林兵次郎本 1808 文化5 37 12.5 

175 
京都圏立博物 文化五辰市川作兵衛

1808 文化5 36.5 13.4 館

176 東京墓術大学 文化六巳正月日釜屋喜兵衛本 1809 文化6 36.5 11.4 

177 鈴鹿市 07 文化六己九月小林兵次郎本 1809 文化6 40.9 27.1 語』 温~
178 鈴鹿市 08 文化六己十月小林長次郎本 1809 文化6 40.8 27.3 鎗4 盤』
179 鈴鹿市 R2 文化六巳寿(春か}古川忠兵衛本 1809 文化6 41 20.3 36.3 14.5 

180 
鈴鹿市

Rl0 
下形に御座候文化七年申九月+

1810 文化7 40.8 18.9 36 11.3 五章而て形厘竹路島分之

181 
京都国立博物

339 
文化八未春吉日ロ屋市兵衛本

1811 文化8 36.1 13 館

(平均) 40.92 20.12 25.7 36.56 36.547 36.56 36.63 12.96 13.44 13.67 13.72 

182 東京墓術大学 干時文化九申水無月改正久蔵本 1812 文化9 36.5 14.5 

183 鈴鹿市 文化九申 1812 文化9 ~ ~ 
184 鈴鹿市 M61 文化九甲秋兵助本 1812 文化9 40.7 19.8 34.8 13 

185 鈴鹿市 09 文化九年申口口口 Oま津以豊七 1812 文化9 41.7 27.2 語 盆』

186 
東北歴史責料

170 
文化九年口・・・

1812 文化9 37 15.1 館

187 
東京華街文学 文化十箇四月吉辰十防和兵衛本

1813 
文化

36.8 11.6 
10 

188 
鈴鹿市

J26 
文化十成正月吉日笠木長助率

1814 
文化

41.1 20.5 36.6 15 
11 

189 鈴鹿市 R4 
文化+年成初春吉川忠兵衛本

1814 
文化

40.6 19.8 35.4 13.2 
11 

190 
鈴鹿市

R6 
文化十 成十一月中日奥山時兵

1814 
文化

40.5 20.2 36.2 14.8 衛本 11 

191 
鈴鹿市 文化+ー亥無神月吉白笠木豊助作

1815 
文化

36.7 14.3 
本 12 

192館京都国立博物 426 
文化+子ノ秋奥山兵助本

1816 
文化

36.4 14.3 
13 

193館京都国立博物 406 
文化十一干ノ巷奥山兵助本

1816 
文化

36.5 14.6 
13 

194 鈴鹿市 R5 
文化+ 干九月日形書矢清助本

1816 
文化

39.7 19.4 36.4 13 
13 

195 東京事術大学 文化+四丁丑釜屋喜兵衛本
1817 

文化
36.8 14.9 

14 

196 鈴鹿市 k9 
文化十四春五年底六月尾且山兵

1817 
文化

39.9 19.6 36.5 14.2 
助本 14 

197 鈴鹿市 R34 
文化十四丑春奥山兵助

1817 
文化

41.5 20.3 36.2 14.1 
14 

198 鈴鹿市 M79 
文化十四年丑春尾久山兵助本

1817 
文化

39.5 19.7 36.5 13.9 
14 

199 鈴鹿市 白18
文化十四巳春新半忠本

1817 
文化

40.8 19.8 36.5 13.5 
14 

200鈴鹿市 R7 
文化十四丑仲軟尾久山兵助

1817 
文化

40.6 19.7 36.3 14 
14 

201車京華街大学 文化十五貧正月形屋松右衛門 1818 文化 36.4 14.5 
」 」ー ~ 
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紀年銘墨書を持つ製紙一覧表

202 
鈴鹿市

D40 
文化+玉置口火(7) 尾A山平助

1818 
文化

40.8 20 36.6 13.7 
15 

203 
鈴鹿市

P59 
文化+五年春毘久山兵助

1818 
文化

41.3 20.3 35.7 13.1 
15 

204 鈴鹿市 P16 文政z寅九月半忠(片山幸助か}本 1818 文政1 21.2 37.713 14.2 

205 
鈴鹿市

R19 
文政z歳寅九月吉田唐埠屋清舗

1818 文政1 39.8 19.7 36.3 14 
本

2日6鈴鹿市 文政一年構友郎本 1819 文政2 35.5 11.7 

207 
鈴鹿市

03 
文政一年橋口次本文政形屋橋本

1819 文政2 40.6 25.8 35.8 15.7 
口郎

208 
鈴鹿市 文政一年ロ・・・近口長助本一谷屋

1820 文政3 36.8 14.3 
三九郎本

209 鈴鹿市 R29 主政一辰ノJ[奥山兵助 1820 文政3 41.1 20.8 36.3 14 

210 鈴鹿市 R31 文政=辰ノ審奥山兵助 1820 文政3 41.8 20.9 36.4 14.1 

211 鈴鹿市 R35 文政一辰量兵助 1820 文政3 41.8 20.9 36.7 14.5 

212 東京嘗術大学 文政ニ辰正月改形屋松右衛門 1820 文政3 35.3 14.8 

213 東京聾術大学 文政辰五月小林高次郎本 1820 文政3 35.2 14.4 

214 鈴鹿市 L50 文政=辰揖兵助 1820 文政3 41.9 21 36.2 14.5 

215 
鈴鹿市

06 一番慶一九郎本 文政Oー辰霜月吉田 1820 文政3 40.9 20.4 37 13.8 
近江屋長助

216 鈴鹿市 510 文政展審口野口口主 1820 文政3 41.8 20.8 36.9 13.6 

217 館京都目立博物 344 
辛文政四巳仲春江F新形はん忠本

1821 文政4 35.7 12.1 

鈴鹿市
豊山{(裏褒田中))文二政重四O三豊惣月次吉山郎中田 惣形次屋郎佐吉権庄本四兵郎衛

218 05 
権惣四惣郎 様山中

1821 文政4 41.1 26.1 36.3 14 

219 鈴鹿市 Q24 (表}文政四巳旗奥山兵助 1821 文政4 40.7 20.3 35.7 10.9 

220 鈴鹿市 Q27 文政四巴ノi臨奥山兵助 1821 文政4 40.5 29 w a 
221 奥史会民俗埠資地料方歴館

文政四年巴秋潜衣棋棟
1821 文政4 35.6 14.7 

(平均} 40.89 20.2429 36.28 13.91 

222 東京聾術大学 文政五さつま屋兵次郎 1822 文政5 36.7 11.8 

223 東京華街文学 文政玉午正月吉田小林兵次郎本 1822 文政5 35.7 14 

224 鈴鹿市 04 文政玉壬'F春出丹 1822 文政5 40.9 20.6 38.8 13.7 

225 鈴鹿市 文政玉壬午中毒はん忠ほん 1822 文政5 13.1 12.2 

226 館京都国立博物 346 
文政王午夏はん忠ほん

1822 文政5 36.7 13.3 

227 
東京華街文学 壬文政五揖午九月吉日山中五兵衛

1822 文政5 並 ~ ほん

228 
鈴鹿市

B70 
(朱書)古川忠兵衛本文政五壬午極

1822 文政5 18.1 10.7 12.2 
月吉田

229 鈴鹿市 G18 文政宜年辰六月奥山玉郎よ代 1822 文政5 41.2 20.6 36.5 14 

230 鈴鹿市 QI5 文政五壬午事古川忠兵衛本 1822 文政5 40.2 19.8 35.8 13.3 

231 東京嘗術文学 文政六来春山中五兵衛本 1823 文政6 36.1 13.2 

232 京館都国立情物 番号無
文政六未五月古川忠兵衛

1823 文政6 36.3 15 

233 鈴鹿市 F46 文政六来畠尾A山弥蔵 1823 文政6 41.9 20.6 36.5 14.8 

234 鈴鹿市 G50 文政六年来貨奥山弥蔵 1823 主政6 40.4 19.8 36.4 14.7 

235 
東京纂術文学 本文政七年酉{ママ)六月小林兵次郎

1824 文政7 36 15.1 
」一一一
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亡。

東北歴史資料 文政七申年七月吉田文政七申年七
文政7236館 1887 周二日相田氏惚右衛門 1824 34 13.3 

237 
東北歴史責料

1903 
文政八年六月日日

1825 文政8 33.5 14.2 
館

238 鈴鹿市 J24 文政寅九年片山多助本 1826 文敵9 40.8 25 36.1 14.2 

239 
鈴鹿市

M59 
(唖):立政己九(?)口口口霜月吉田

1826 文政9 40.3 20.1 35.4 13.6 
{裏)弐百文口条口組

240 
思都国立博物

381 
文政十主審新古川|忠兵衛本

1827 
文政

35.9 12 
館 10 

241 
鈴鹿市 文政+車十月吉田口屋八郎兵衛

1826 
文政

35.8 14.3 
本 10 

242 
鈴鹿市

R27 
文政拾主ノ年奥山弥蔵

1826 
文政

40.9 20.3 36.3 13.4 
10 

243 
鈴鹿市 文政十一年

1827 
文政

35.5 12.2 
11 

244 
鈴鹿市

P69 
文政十 干正月 lまん忠本

1827 
文政

41 18.9 36.1 11，8 
11 

245 
鈴鹿市

R33 
文政+ 子四月奥山平助

1827 
文政

40.8 20.2 36.8 13.2 
11 

246 
思都国立得物

360 
文政十子ノ年弥蔵

1827 
文散

36.5 12 
館 11 

247 
鈴鹿市

030 
文政+ 。丑

1828 文政
41 17.8 35.5 12 

12 

248 
鈴鹿市

046 
文政+ー丑とし尿口や十蔵本

1828 
文政

41 19.3 35.9 12 
12 

249 
東京華街大学 康文政+ー貨車 1829 文政 35.9 12.9 

13 

250 
東京肇術大学 文政十一年賀五月小林兵次郎本

1829 
文政 33.5 ~ 13 

251 
鈴鹿市

040 
文政十ニ寅とし正月吉田且口や

1829 
文政

41.9 19.2 36.1 12 
置鹿本 13 

252 
尽都圏立情物

405 
文政十五(ママ)寅ノ秋尾久山兵助

1829 
文政

36.5 14 
館 13 

253 車尽墓術文学 天保ー酋霜月小林兵次郎本 1831 天保2 鐘』 WI 
254 鈴鹿市 天保飲卯秋福増屋次郎本 1831 天保2 36.1 14.2 

255 鈴鹿市 02 天保弐形屋清吉本 1831 天保2 40.8 20.9 36.2 13.2 

256 
R都国立博物

409 
天保武卯八月之作形屋吉兵衛本

1831 天保2 36.3 15.6 
館

(平均) 40.94 19.7286 26.03 34.55 35.482 13.36 13.65 

257 
尽都圏立博物

380 
天保二歳五月連之吉川忠兵衛本

1832 天保3 35.8 12.7 
館

258 鈴鹿市 天保 辰十月口・・・小林兵次郎本 1832 天保3 語」 ~ 

259 
鈴鹿市

R32 
天保ニ辰九月宣木平助本かさき平

1832 天保3 41.8 22.8 36.5 13.8 
助

260 鈴鹿市 01 天保 左五本(近五本か) 1832 天保3 40.3 22.6 33.7 13.8 

261 車京襲術大学 天埠四年九月吉田谷田逸平本 1833 天保4 35.8 14.5 

262 鈴鹿市 天保四寅(ママ)年山中弥作本 1833 天保4 36 12.5 

263 鈴鹿市 天嘩五午ニ月相良左文本 1834 天保5 35.8 11.7 

264 鈴鹿市 天保五年雨月寺尾奥惣吉本 1834 天保5 36 13.7 

265 車京華街大学 天保六歳未七月新文正本 1835 天保6 36.2 14.7 

266 車京華街大学 天保六未九月小林兵次郎 1835 天保6 組』 μ』

267 芸部国立糊 45 天保六来年片笹茂八
1835 天保6 u ι止t杢」i 
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紀年銘思書を持つ型紙一覧表

2田喜都国立博物 393 
天保七申年片谷茂八

1836 天保7 13.5 13.8 

269 愛媛県所在 692 
丙天保七車和泉置申ノ七月吉祥

1836 天保7 24.5 
興兵衛

270愛媛県所在 960 丁天保八歳酋九月和泉屋奥兵衛 1837 天保8 24.8 35.7 13.8 

271愛媛県所在 716 天保八畠和泉置興兵衛 1837 天保8 25.1 38.2 14 

272 量媛県所在 635 和車屋興兵県衛口天保八年口九月 1837 天保8 24.3 35.9 14.4 
吉祥日和

273東京華街大学 天保九成秋形や松右衛門 1838 天保9 35.9 13.9 

274 鈴鹿市 099 
天保鹿野事故豊田伝兵衛(裏にもあ

1838 天保9 41 26.4 36.3 13.2 
り}

275館京都国立情物 436 
天保+車事吉田片谷茂八本

1839 
天保

36.4 12.2 
10 

276東京聾術文学 天保+一子四月小林兵次郎本
1840 

天保
36 13.5 

11 

277館東北歴史資料 2110 
天保+害年竹九口口自治十周知日切

1840 
天保

II 品a圭uib 
11 

2781:都国立博物 441 
天保+ー丑年片替仁兵衛

1841 
天保

36.5 14.6 
12 

279愛媛県所在 963 
天保+一年八月吉原政之和車屋

1841 
天保

26.6 17 ロ... 12 

280愛媛県所在 469 
口天保+一年丑七月吉田和泉屋奥兵

1841 
天保

23.9 34.5 12.5 
衛 12 

(平均〉 41.03 22.7 34.17 34.97 35.49 13.65 13.65 13.58 

281鈴鹿市 029 
天保+:=:買事山中口ニ{山本荘ニ

1842 
天保

41 20.9 35 13.7 曲、)本 13 

2821;都国立剛 413 
天保拾ニ干(ママ)年形屋書郎太夫

1842 
天保

34.7 14.8 
本 13 

283 東京藍術大学 天保+四卯ノ年吉備屋長七
1843 

天保
35.3 12.3 

14 

284 京都国立博物 388 
天保+玉事

1844 
天保

13 
館 15 

285愛媛県所在 998 天保ロ... 天保 23.5 34.8 13.5 

286京館都国立得物 028 
弘化z年寄送人南部寅治(贋次

1844 弘化1 40.6 25 35.5 17.5 
か}

287車京華街大学 弘化一年巳E月吉田大ツ厳ケ浦穴
1845 弘化2 34.9 15 

右衛門本

288東且華街文学 弘化鉱巴年形厘末良太夫本 1845 弘化2 34.9 14.7 

289京館都国立博物 411 
弘化=午玉月奥山友治郎

1846 弘化3 35.8 15 

290車北歴史資料 1065 弘化=年量間五月+七切之者也晶出 1846 弘化3 w 組』館 大健婦人

291車館北陸史資料 1917 
弘化一年九月廿五日官治

1846 弘化3 31.4 12.5 

292 東北歴史資料 620 四鋳会月八日年弘化五年染屋弥四朗伊 1868 弘化5 34.6 12.1 館 金埠

293東館北歴史責料 1883 弘之化玉年三月之ったノi瞳槙織入上形
1868 弘化5 34.2 14.8 

上下太極秘伝

294東京蕃術文学 嘉永元年片置清助本 1848 擁;1<1 35 11.9 

295鈴鹿市 P62 高永己酉霜月作之笠木六次郎本 1849 轟永2 41.3 52.2 35.6 14 

2崎東京聾術文学 事永年成秋山中高灘 1850 嘉;1<3 35.3 14.5 

297東京墓術大学 嘉章ー成年山中弥七本 1850 嘉永3 35.3 15 

298 鈴鹿市 Q32a p z年寄送人南部寅治沼にも 1850 轟永3 40.4 21.5 40.1 13.7 
り]

表 l

g 



。]戸

299 
尿、都国立博物

番号無
轟iI<ニ成年長笹川|仁兵衛

1850 畢il<3 主主 量主杢主iiE 
館

(平均) 40.83 21.2 24.69 35.15 34.078 35 14.03 13.83 13.71 

300 東尽華街大学 嘉永王壬子年片山幸右衛門本 1852 嘉永5 35.8 15.1 

301 東尽華街大学 事iI<五年片山幸右衛門本 1852 嘉il<5 35.3 13.4 

302 車泉喜術大学 嘉iI<玉子とし新形 1852 lI!.永5 36 13.9 

303 
集会津地方歴 轟永五午九月

1852 嘉永5 35.8 14.3 
史民俗資料館

304 
奥会津地方歴 轟永五午九月

1852 慕永5 35 13.9 
史民俗資料館

305 
奥会津地方歴 畢永日午九月

1852 裏永5 35.5 13.2 
史民俗資料館

306 鈴鹿市 098 嘉永六丑年六月吉徳屋武右衛門本 1853 嘉永6 40.9 21 35.2 12.8 

307 東尽蔓術大学 轟iI<六年丑秋山中 1853 嘉il<6 35.9 16，1 

308 
東北歴史資料

1895 右ノ形ハj模k椋入御見合被成下度奉願 嘉永 35.2 14.3 
館 上候嘉

309 
東北歴史資料

803 
安政冗年量入 (力)

1854 安政1 35.5 14.3 
館

310 東京華街文学 安政卯一月言徳屋長七本 1855 安政2 35.1 12.6 

311 車泉萎術文学 安政二年辰夏山中高麗作本 1856 安政3 35.8 15.1 

312 鈴鹿市 S9 安政ニ辰一月口山中覇七本 1856 安政3 41.3 21.1 35.3 15.2 

313 
車北歴史資料

1927 
樫に蝶乃鼠安政四年口・・

1857 安政4 34.2 13.8 
館

314 
鈴鹿市

095 
(表)安政四己五月形屋内造本{裏

1857 安政4 40.5 25.2 35.5 15.3 
にもあり)

315 東京墓術文学 安政六未極月山中菖蔵本 1859 安政6 35 16.2 

316 鈴鹿市 S3 安政七申歳長谷川口兵衛本 1860 安政7 42.2 20.9 36.7 14.7 

317 
鈴鹿市 万延z年寄贈人{寄送人か)南部贋

1860 万延1 35.5 15 ;JI 

318 
奥会津地方歴 小野寺より仕入寓延z年竹の婦し

1860 万延1 36.1 14.2 
史民俗資料館

319 
集会津地方歴 万延冗年小野寺より

1860 万延1 35.1 14.9 
史民俗責料館

320 奥史会津地方歴 万延見年小野寺よりなかの
1860 万延1 36.8 14.8 

民俗資料館

(平均) 41.23 21 35.54 14.43 

321 鈴鹿市 P12a 文久一年 1862 文久2 40.8 25.2 35.5 13.6 

322 
鈴鹿市

P7 
z治元年大坂屋七兵衛積分回全

1864 元治1 40.5 26.8 36.3 15.6 
屋本

323 車旦華街大学 z治元子E 山中高蔵 1864 z治1 34.5 μ』

324 車尽薯術大学 元治元年甲子夏山中兵助本 1864 元治1 語，;] w 
325 東尽華街大学 元治冗甲干秋山中高蔵作 1864 z治1 主E <2 
326鈴鹿市 慶応z年寄迭人南部麓次 1865 慶応1 35.5 16.2 

327泉館都圏立1噂物 108 
慶応二年卯十月吉松屋宇助小本

1867 慶応3 1主旦 ιiti杢Ji 

328館京都国立1尊物 106 
慶応年卵之十一月松屋宇七

1867 慶応3 1♀且 ι品主主』i 

329尽館都国立1噂物 55 慶応四年辰七月松屋宇助小本
186B 慶応4 i且 誌杢とib 

330車尽華街大学 明治年秋尾利 1870 明治3 34.2 14.2 

331尽館都国立1尊物 105 
明治ニ康午年月松屋宇助小本

1870 明治3 辺』 ι上t孟主Zi 

(平均) 35.38 35.512 35.371 14.9 14.51 14.32 
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紀年銘墨書を持つ型紙一覧表

332 東京審術文学 明治五廟十一月吉田 1872 明治5 40 14.7 

333 
東京嘗術大学 明治+斌卯五月一日小倉屋

1879 
明治

35 14.1 
12 

334 
東京嘗術文学 明治十舵年伊野自干組物山本保

1879 
明治

益』 辺』運 12 

335 奥史会民俗湾地質方料歴館
明治+ー卯九月吉田仕入+ 枚のロ

1879 
明治

益』 組』
12 

338 
鈴鹿市

N41 社治販竃市川作川亀兵衛本{裏)明明明 1881 
明治

39.8 22.9 35.2 品』拾四年市 次郎 14 

(平均} 40.37 22.9 25.73 36.73 35.64 35.48 14.43 14.5 13.77 

337 
東北歴史資料

2109 
廿五年旧六月ロ・・・切之八分弐'J指渡

1892 
明治 .u 宮b館 25 

338 
齢鹿市 F56 亀明橋治二本紙十七年+一月=+五日 奥山 1894 

明治
41.9 26.2 35.1 14.5 

27 

339 
文化財保護委 明治四十年七月宮崎作

1907 
明治

37.1 56.2 
員会 40 

340 
文化財保障委 明治四+年七月佐野作

1907 
明治

36.8 48.3 
員全 40 

341 
文化財保隆委 明治田+年七月一傭作

1907 
明治

37.8 48.1 
員会 40 

342 鈴鹿市 大正z年月田中作 1912 大正1 37 52 

343 鈴鹿市 大:iE5e年月羽田作 1912 大:iEl 36.4 48.2 

344 鈴鹿市 大正z年月梅恒作 1912 大正1 37.2 51.5 

345 鈴鹿市 大:iE5e年月仁捜作 1912 大正1 37.2 48.6 

346 鈴鹿市 大:iE5e年月平井作 1912 太:iEl 36.6 48.2 

347 鈴鹿市 大正z年月平田作 1912 大正1 36.3 48.2 
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使用した型紙データベース一覧表

文献資料名 刊行者名 刊行年
収録されている型紙

収録されている法量の情報 収録されている型紙の所蔵者
の枚数

『鈴鹿市所蔵古代型紙目録』 鈴鹿市 2008年 1878枚 型紙の幅・天地、型の幅・天地 鈴鹿市

『型紙宮城県米山町新田家に
東北歴史資料館 1988年 2117枚 型の幅・天地 新国家(東北歴史資料館寄託)

伝わる』所載「型紙一覧表J

『ときめくファッション小町
娘からモダンガールまで』所載 愛媛県歴史文化博物館 2006年 1750枚 型紙の1幅・天地、型の幅・天地 愛媛県内の4か所の所蔵者
「型紙データベース一覧表」

『江戸小紋と型紙極小美の世
松議美術館 1999年 116枚 型の幅・天地

東尽墓術大学・奥会津地方歴史
界』所載「参考資料図版J 民俗資料館

『染の型紙』資料7 京都国立博物館 1968年 227枚 型のI~lii ・天地
鈴鹿市・東京装術大学・尽都圏
立博物館

表2



表 3 型紙法1，1:、!;:J句航変巡衣

σ3 
己3

型紙の幅の平均
型紙の天地の平均値(cm) 型の幅の平均値(cm) 型の天地の平均値(cm)値(cm)

10年ごと
西暦(元号) 10年ごとの平均 天地19-23cm前後 天地24-27cm前後 10年ごとの 20年ごと 30年ごと 40年ごと 50年ごと 10年ごと 20年ごと 30年ごと 40年ごと 50年ごと

の区切り (10年ごとの平均) (20年ごとの平均) 平均 の平均 の平均 の平均 の平均 の平均 の平均 の平均 の平均 の平均

1 1692(冗禄5)ー 1701(元禄14) 42.2 22.3 38 14.85 

1702(冗禄15)ー 1711(宝永7)
25.57 37.188 円王了 13.69 

2 40.68 21.2 36.917 37.464 13.54 

1712(正徳2)ー 1721(享保6)
37.64 13.33 

3 40.75 19.9 37.833 37.71 

片:?ト
13.39 

1722(享保7)ー 1731(車保16)
26.3 37.805 ト一一一一一一 13.2 ト一一一一一一4 41.15 20.833 37.794 

5 1732(享保17)ー 1741(質保jI;) 41.07 20.8667 38.029 37.474 13.63 13.33 

1742(寛保2)ー 1751(寛延4)
27 37.241 13.46 

6 41.82 20.6625 36.873 13.39 

1752(宝暦2)ー 1761(宝麿11)
37.3 13.09 

7 41.19 20.4222 37.718 

ド詔一1762(宝暦12)ー 1771(明和8)
26.4 37.337 12.82 

B 41.02 20.4667 36.838 37.096 36.98 13.33 13.48 

9 1772(明和9)-1781(天明jI;) 41.19 20.7222 36.796 

片!;ト1782(天明2)ー 1791(寛政3)
25.83 36.724 一 14.05 一10 41.16 20.475 36.592 

1792(寛政4)ー 1801(享和jI;)
36.63 13.72 

11 40.55 20.075 36.535 36.557 14 13.67 
25.7 36.547 

円五「
13.44 

12 1802(享和2)ー 1811(文化的 40.92 20.12 36.557 

13 1812(文化的 1821 (文政4) 40.89 20.2429 36.285 35.49 13.91 13.58 
26.03 35.482 

円百「
13.64 

14 1822(文政5)ー 1831(天保2) 40.94 19.7286 34.553 34.973 13.65 
35 13.71 

15 1832(天保3)ー 1841(天保12) 41.03 22.7 34.174 13.65 
24.69 34.078 13.83 ト一一一一16 1842(天保13)ー 1851(嘉永4) 40.83 21.2 35.15 14.03 

17 1852(嘉永5)ー 1861(文久jI;) 41.23 21 35.538 35.371 

円fト 14.32 
卜一一一一

25.73 35.512 14.51 
18 1862(文久2)-1871 (明治的 35.375 35.48 13.77 

1872(明治5)ー 18日1(明治14)
35.64 14.5 

19 40.37 22.9 36.733 14.43 

20 1882(明治15)ー 1891(明治24)

総平均値 41.055 20.8786 25.91667 36.460556 13.7542 
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